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(百万円未満切捨て)

１．2019年12月期第１四半期の連結業績（2019年１月１日～2019年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期第１四半期 34,764 △8.0 2,750 △27.8 2,664 △37.6 1,703 △48.4

2018年12月期第１四半期 37,802 － 3,810 － 4,266 － 3,299 －
(注) 包括利益 2019年12月期第１四半期 2,291百万円(△18.9％) 2018年12月期第１四半期 2,824百万円( 325.0％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年12月期第１四半期 17.73 －

2018年12月期第１四半期 34.35 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2019年12月期第１四半期 104,821 41,853 38.8

2018年12月期 102,416 39,997 37.9
(参考) 自己資本 2019年12月期第１四半期 40,621百万円 2018年12月期 38,798百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年12月期 － 2.50 － 4.50 7.00

2019年12月期 －

2019年12月期(予想) － － － －
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

現時点においては、2019年12月期における配当予想額は未定であります。
　　

３．2019年12月期の連結業績予想（2019年１月１日～2019年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 67,000 △5.9 3,900 △22.3 3,700 △37.7 2,600 △44.3 27.06

通期 134,000 △4.7 7,800 △13.4 7,400 △23.7 5,000 △48.8 52.04
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 -社（社名） 、除外 -社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年12月期１Ｑ 96,250,001株 2018年12月期 96,250,001株

② 期末自己株式数 2019年12月期１Ｑ 163,764株 2018年12月期 163,749株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期１Ｑ 96,086,247株 2018年12月期１Ｑ 96,063,501株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　（業績の状況）

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、個人消費や設備投資などの内需の増加は継続したものの、

米中貿易摩擦や海外経済の減速から輸出が弱含んで推移するなど、景気動向に陰りがみられる状況となりまし

た。世界経済においては、北米は消費や雇用など景気指標は総じて良好な水準を維持し、中国は金融緩和やイン

フラ整備の加速もあって昨年来の景気減速には歯止めがかかった形となりました。アセアンの新興国については、

中国の景気減速の影響から輸出が落ち込むなど、堅調に推移してきた景気にやや弱さがみられるようになりまし

た。

当社グループが属する自動車業界におきましては、日本国内の自動車生産台数は前年同期比でほぼ横ばいとな

りました。アセアンの自動車生産は、マレーシアやインドネシアの生産は減少しましたが、タイの生産は内需が

好調に推移したことを主因に増加となり、アセアン３カ国の合計では自動車生産台数は前年同期比でほぼ横ばい

となりました。また、中国の自動車生産台数は、景気減速の影響から特に乗用車の生産がふるわず、前年同期比

で減少いたしました。

このような環境の下、当第１四半期連結累計期間においては、アセアンの海外子会社の合算ベースでは増収増

益を確保した一方で、日本国内は売上製品の変化によるタイムラグや金型売上減などにより売上高が減少したこ

とに加え、研究開発費並びに一過性費用の増加により、前年同期比で減収減益となりました。この結果、売上高

は34,764百万円(前年同期比8.0％減)、営業利益は2,750百万円(前年同期比27.8％減)となりました。また、中国

合弁会社の持分法による投資損益の減少により経常利益は2,664百万円(前年同期比37.6％減)となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益は1,703百万円(前年同期比48.4％減)となりました。

　 セグメントの業績は次のとおりであります。

　① 自動車部品事業

自動車部品事業におきましては、アセアンの海外子会社の合算ベースでは増収増益を確保した一方で、日本国内

は売上製品の変化によるタイムラグや金型売上減などにより売上高が減少したことに加え、研究開発費並びに一過

性費用が増加したことから、売上高は32,766百万円(前年同期比8.2％減)、営業利益は2,740百万円(前年同期比

26.5％減)と前年同期比で減収減益となりました。

　② 用品事業

用品事業におきましては、当社グループ内向け売上の増加により売上高は1,978百万円(前年同期比4.0％増)とな

りましたが、一過性費用の増加などにより営業利益は0百万円(前年同期比99.2％減)となりました。

③ その他事業

その他事業におきましては、中国向けの電球の売上が減少したことなどから、売上高は462百万円(前年同期比

14.5％減)、営業利益は0百万円(前年同期比97.9％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

　 （資産、負債及び純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は104,821百万円となり、前連結会計年度末比で2,404百万円の増加

となりました。主な要因は、その他流動資産が5,973百万円増加した一方で、現金及び預金が2,376百万円、受取手

形及び売掛金が1,435百万円それぞれ減少したことにより、流動資産が全体で2,765百万円減少したことによるもの

であります。

負債は62,967百万円となり、前連結会計年度末比で549百万円の増加となりました。主な要因は、長期借入金が

5,310百万円増加した一方で、短期借入金が2,000百万円、リース債務（１年以内返済予定分を含む）が1,563百万

円及びその他流動負債が2,076百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は41,853百万円となり、前連結会計年度末比で1,855百万円の増加となりました。主な要因は、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上等により、株主資本が全体で1,270百万円増加した一方で、株価の変動や為替の

変動を主因として、包括利益が全体で552百万円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年12月期の業績予想につきましては、2019年２月14日に公表したものから修正はございません。

なお、本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報並びに合理的で

あると判断する一定の情報に基づいております。実際の業績は、様々な要因により異なる結果となる可能性があ

りますので、ご承知おきください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,215 7,839

受取手形及び売掛金 23,590 22,155

電子記録債権 1,049 1,032

商品及び製品 3,463 3,990

仕掛品 712 715

原材料及び貯蔵品 3,357 3,441

その他 1,277 7,250

貸倒引当金 △75 △70

流動資産合計 43,589 46,355

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,432 11,355

機械装置及び運搬具（純額） 11,842 11,626

工具、器具及び備品（純額） 4,561 4,310

土地 3,379 3,387

リース資産（純額） 3,767 2,910

建設仮勘定 4,064 4,541

有形固定資産合計 39,048 38,132

無形固定資産

のれん 324 287

その他 985 1,206

無形固定資産合計 1,309 1,493

投資その他の資産

投資有価証券 5,167 5,256

長期貸付金 519 386

繰延税金資産 4,084 4,210

その他 8,704 8,993

貸倒引当金 △8 △8

投資その他の資産合計 18,467 18,839

固定資産合計 58,826 58,465

資産合計 102,416 104,821
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,831 25,717

短期借入金 2,100 100

1年内返済予定の長期借入金 1,329 1,329

リース債務 3,072 2,550

未払法人税等 1,549 1,012

未払費用 3,476 4,143

賞与引当金 921 1,960

役員賞与引当金 23 43

製品保証引当金 1,552 1,638

その他 6,995 4,919

流動負債合計 46,853 43,415

固定負債

長期借入金 4,604 9,914

リース債務 1,654 612

繰延税金負債 190 181

退職給付に係る負債 8,858 8,613

資産除去債務 202 173

環境対策引当金 8 8

その他 45 46

固定負債合計 15,565 19,552

負債合計 62,418 62,967

純資産の部

株主資本

資本金 8,972 8,972

資本剰余金 2,491 2,491

利益剰余金 29,821 31,092

自己株式 △45 △45

株主資本合計 41,239 42,510

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,423 1,484

為替換算調整勘定 △2,817 △2,359

退職給付に係る調整累計額 △1,047 △1,013

その他の包括利益累計額合計 △2,441 △1,888

非支配株主持分 1,199 1,231

純資産合計 39,997 41,853

負債純資産合計 102,416 104,821
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年１月１日
　至 2018年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年３月31日)

売上高 37,802 34,764

売上原価 29,408 26,638

売上総利益 8,394 8,125

販売費及び一般管理費 4,583 5,375

営業利益 3,810 2,750

営業外収益

受取利息 22 18

受取配当金 51 48

持分法による投資利益 803 －

為替差益 － 22

その他 50 10

営業外収益合計 928 99

営業外費用

支払利息 140 58

支払手数料 140 22

持分法による投資損失 － 79

為替差損 180 －

その他 10 24

営業外費用合計 472 186

経常利益 4,266 2,664

特別利益

固定資産処分益 1 －

特別利益合計 1 －

特別損失

固定資産処分損 123 189

特別損失合計 123 189

税金等調整前四半期純利益 4,144 2,474

法人税等 822 746

四半期純利益 3,321 1,728

非支配株主に帰属する四半期純利益 22 25

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,299 1,703
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年１月１日
　至 2018年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年１月１日
　至 2019年３月31日)

四半期純利益 3,321 1,728

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △335 61

為替換算調整勘定 △170 226

退職給付に係る調整額 4 33

持分法適用会社に対する持分相当額 4 241

その他の包括利益合計 △497 563

四半期包括利益 2,824 2,291

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,810 2,255

非支配株主に係る四半期包括利益 13 36
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年１月１日 至 2018年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動車部品 用品 計

売上高

外部顧客への売上高 35,709 1,733 37,442 359 37,802

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

1 168 170 181 351

計 35,710 1,902 37,612 541 38,154

セグメント利益 3,731 52 3,783 17 3,801

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車用電球製造販売事業を含んで

おります。

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整

に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 3,783

「その他」の区分の利益 17

セグメント間取引消去 8

四半期連結損益計算書の営業利益 3,810
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年１月１日 至 2019年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注）

合計

自動車部品 用品 計

売上高

外部顧客への売上高 32,765 1,678 34,443 320 34,764

セグメント間の内部売上高
　又は振替高

1 300 301 142 444

計 32,766 1,978 34,745 462 35,208

セグメント利益 2,740 0 2,740 0 2,741

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車用電球製造販売事業を含んで

おります。

２．報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整

に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 2,740

「その他」の区分の利益 0

セグメント間取引消去 9

四半期連結損益計算書の営業利益 2,750

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を当第１四半期連結会

計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。

（重要な後発事象）

当社は、2019年４月15日の取締役会において、当社取締役及び執行役員11名に対し、譲渡制限付株式報酬として

新株式を発行することを決議いたしました。発行内容は以下の通りであります。

（１）払込期日 2019年５月14日

（２）発行する株式の種類及び数 当社普通株式 42,400株

（３）発行価額 １株につき675円

（４）発行総額 28,620,000円

（５）募集又は割当方法 特定譲渡制限付株式を割り当てる方法／第三者割当

（６）出資の履行方法 金銭報酬債権の現物出資による

（７）割当予定先 当社の取締役（独立社外取締役2名を含み、その他の社外取締
役を除きます。）８名 26,900株
執行役員３名 15,500株

（８）その他 金融商品取引法に基づく有価証券通知書を提出しております
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